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有皮..Lの草薙泥屠から産する植物化石

黒 国 啓 介

I まえがき

静岡市の東方医;}，る有度山忙は草薙泥周(1)と呼ばれる更新続出帯状K分布

(2) 
Lている。1:1[)泥層中医 は多くり内清棲員類D化石 が含まれるが .植物化

石もまた多産する。筆者は.そ 0組成から当時白気候変化を推定したいと思

い調査を必と在った。

E 思序概鋭

有度山由地質陀ついτは最近までD研究(1X2X3X5k:よる とつぎ白通 Pである。

更新世初期と考 え られる叡古屋累層を不整

合医 b 骨って下位から頗K 久能山国世周 .草薙

泥層 .小 鹿磁層.国吉田楳層が堆積 Lている.

草難泥膚は不整合医久能山磁層 K:<oるが，小

鹿諜風とは整合である。層厚は約 40 mで

と E ろに x~ 1I:!を含む砂質シルトか ら念 D

小鹿と草薙陀良好な発達をみる。有度山がド

ーム状 K 隆起したため本泥層拡小鹿では西へ

草薙では北西へほf.f1伊内外傾斜している 。

E 化石産地と調査方法

土 (1959) 

神 積 層
--

国吉図面匝周 15m+ 

小鹿硯周 20，、-o5m

草薙泥層I35_50m 4 
久能山礁層 6D-160m 

摂古屋黒周 150冊+

〔第 1 表]

櫛物化石田産地は第 1図庇示すよう庇全部で 14霞所あって.小鹿と草諸

民わかれτ升布する 。とれ らD 産地;o，同一周準白もむか .あるいはい〈っか

白屑準 K わたっているも D かを調べる必要があるが.草薙泥膚は露頭が連続

し在いとと.良い鍵層がほとんどみられ在いとと.曲隆連動陀主って地層フタ

傾斜し.走向が小鹿と草惑ではずれているとと念1:<0硬由で層準を簡単陀知

るEとができ念い。そ とでをず小鹿地区と草難地区で.それぞれ距離計"

ドνベル.タりノメーターを使って〈わ Lいルー トマッ プをつくった。さら

に化石産地の範閤内では地層白傾斜がほぼ等斜とみ左 Lうる白で.作図から

化石含有層準D高度差を求めた。 次陀槌物化石田産状.組成からみて岡地区

白互陀酷似する化石層を同属準と見習~ ¥..，草薙と小鹿と り関係を第 2図D ょ う

-2-

4 



陀対比 Lたとり対比は持相 D変化とも工〈一致する a

N 産出化石と古気候の考察

1 4筒所から得られた総極数は 21科.3.3属 51甑で.そD組成白特徴と

産出層草から 5つ由化石帯陀分吋られる。 ζ とではそれらを下位 f)‘ら限K 第

I化石帯.第E化石僻.第E化 石帯 .第百化石帯.第V化石帯と呼んでt.<。

略宇田説明

。産出量 。出現部卦

A ~，、 c 鶴来 s .種子

c 普通 白醤呆鱗片 sh・枝

F 少左い F 果実 sp・刺針

R 稀 F. 果自陣 0.:毅斗

L 藁 B を

St:茎 '"・芽

(A) 第 I化石帯

種 名 出 現 部 分 産出量@

(1) 品川 fi明 S.et Z. し .c c 

(勾 Lor，s 'P L _ Sh F 

βj P， cea bicolor MA  YR • L.白.由E c 
(4) r .. 伊 'P. し R 

恒) 品 t:moecypori8 pi.8ifera. ENDL. L .白 F 

(6) Thuja Standishi.i CARR. L • ca F 

。) Cyclobalarwpsi3 glouca THUNB. L R 

の) 品....且P. p R 

(9) Cralaegus .P. sp F 

自。 Ro.. 'P. sp F 

温帯北郷から亜寒帯陀わたって祢相を在す町cea bieolor • Loris・p と温帯
中南部oAbiu firrrn. TJ哨a・P."-'針葉樹D他陀暖帯北部 GDCyelobalam'p'i. 
1ft血回目葉片がみられる.亜寒帯要素と暖帯要曹は混生するととはをいから

Picea • Larixは川陀 Zって上流から搬入古れたも白と考えられる o 1た

Cycl。回1anopsis も他陀暖帯聖書繁が乏 Lいから .当 時四気温11:1: "-'種。北限托

近い気温と考えると温帯南部で .今日 ! ，も平や掠しい程度と思われる。
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一一一.----------.-------

陶 !l!ll化石帯

種 名 出現部分 車問最②
J 

(1)τM)-ri四 rudra S. <<It Z L. A 

"(2) . Ca'pi.， .. cf. -'osifloro BLUME. L • 民

(司 ::C，..clobal叩 p，.i."/村山内llaMAK 1 NO. L.F c 
(4) C. ~l.臨-c:a THUNB. L • 民

(5) C. gilflo BLU1叫E. L.F c 
(6) C. m.yr.j1l4efolia BLUME. L.F P 

σ) (!UercuI serrota THUNB. L . cu . F A 

担) M晴間t・a ，{. .tellata MAX 1M. L _ Sh F 

。) flTistoria flotibUl由 DC. L. Bu c 
~ 一一

崎T'岨，叫ro. Cyclobol曲。'p.i. ail胤 . Cyelobol酬叩.i， .JhFJOphylla企ど酋南

日本 0暖地陀みられる常緑広葉樹があって.今日とほぼ同じ〈らいか.いく

らか温暖だった気温が想像古れる。

第E化石帯

種 名 出現都分

川 (1) 品川 f・rmo S. o.t Z. lL . sh 
t!(勾 A. h醐 hpi. S. iet Z. lL .晶.白.S

(3) Lo.，同[("叫ifert SARO. IL • Sh.臼.C

: I (4) Oicea bicoloT M.A YR. lL • Sb..臼.C.S 

β) T，u60 ・P.
(6) Cht胸 ecYj岡山 P"ザ山 ENDL.
(7) ThMjo Sttodi.hii .CARR. 

の.) Srllis yuoen，j， KIMURA. 
(9) -S. c{. Gil~i_ SEEM 

Oll -AI脚， hiraulo RUP"R，. JL • F. Fs. S:J.S 

伶 Betula cf. 仰 yl品。1io 阻 GRot MAX 

i 1.0~ . B .cf. Tau.ehii ~~IDZ. 

同 B. ・P.
i4いと4治則 、t山 flora BL刷 E.

咽 r

0司 C. .T.印刷相 MAXIM.

116)ιF噌 UI creft4ta 8L刷 E.
4司 F. j.p"川目 MAX1M. ¥1. . 

Quercu. cri.pula BLUME. 

Zerkol1.0・P. 11. 

~ Crataesu. 岬

~1) Ro.lJ Wi cAura・山 CREP.? 
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伺 R084 00 S相 jR R R 

C13 50rbus ザ. ""市wxta HEDLUND. R 

(24 s. cf. pekinens i $ KOE:HNE. L R 

F司 Lespede.ra bicolor TURCZ. し R 

~4 Staphyle.a &n田t也 S et z. S R 

tろ Accr cralaegi.foli聞 S.e t Z. L R F 

ell A. piCl 随時 THUNB. し F 

~ Til ia cf Japoruca SIMK， L F R F 

~Q s，個 m'印刷nadel同a S. et Z. し F RIC C RIC 民

~l s. cf. pt，eudocCl胃ellia MAX. L C F R 

~1 Cornus controlJer.ta H8MSL L ? F 民

~~ C. KOlJsa BUERG L R 

64 Clethra cf. barbinervi8 S .t Z L 氏

的 Fr~inus '0. L 民

54 Styra% Obauia S. et Z. S .L RIF" 同

8司 Pleiobla81u.s cf. Chino ルtAKI NO. L R 民

関 Carc:z; ao. s R R 

本化石帯。 植嶋は中部山面白 1000-1500m<!)林相で.暖帯要素を

究いているりで 今 日よ 9，小倉 F低温であったとみ在吉在付れば在らない。亜

寒帯 K分布する Lari:z; kaonpfui • Pice.a bicolor (/)針葉樹 .51 t.Ullrt ia 耐岨deel同s.

Fagu.s cr酬 alaCO落葉広葉樹が目立ち .下位化石帯旺多かった Abie.J fir胞は

著し〈波少 している . SI同組rt，a 剛 nod<lph4で代表 される主う K.当時は年

1 80013以上(4)白降雨があって.か衣り湿潤寒冷を気候を 呈 Lτいたもむ

と考えられる。

(D) 第W化石帯

種 名 出現部分 産出:1¥:①

(1) Abie8 fi咽 S.et Z. し.Sh c 
(2) Picea bicolor MA  YR  L R 

β) T叫80 Sie.boldji CARR L .白 F 

(4) Ch四回c].向 ris pi.8 ifera ENDL. L R 

(5) Atnu.8 japonica S et Z. F. 民

(6) Carpinu.8 '0. B R 

。)Cyclobalanops is '0. L R 

信) Wi 8tar ia flor ibu.nda DC. L F 

(9) Acer '0 F R 

OCJ Styrax japoni ca S， 13 t Z. s R 
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針葉樹では Abiu f・m切 ，1'日ga Si.ebold‘sが再び増加 L • Pi cea が少~ <在

ってさ"~広草樹では Alnu$ japo刷 ca • Cyclobalan.op$i.$ SP. • Styraz japonica 

Wi5taria floribarlda 左どの脹寒北部企いし温帯南部0要素があらわれている

白で気候は再び緩和されたと恩われる。 Aferctri" meretr凶をど 0温暖水腫白

員類(1)(3)を産する騎準もとれ陀近い。当時四気温は今日とほ旺同 じぐらいか

やぞ涼 Lい程度であろう。

(町第 V化石帯

極 名 出 現 面1 分 ま出最
1⑬⑬  

(1) 品目$ firma. S. et Z. し，Sh A F 

(2) Picea bicolor MAYR L . Sh. Cs. S A 5ミ F 

{司 T$uga Sieboldi i CARR L 白 A 

(4) Cha抽 ecypari$ pi$ ifera ENDL. し F 

(5) Thuja Standi$hii CARR L. c 

(6) C包rpinu$ '9 p， Eミ

(7) Fagus japonca MA X • P 民

(8) 品。'" 'P. ε初 F 

。)Wi $Iar山 floribunda DC. B> R 

OQ 耳目tho%yl田 piperitum DC. 島3 R 

。市 COT"US conl TOVer $0 HEMSL. s R 

。司 Slyr~ Obas$ia S. ot Z. s 民

。司 Corex '9. s 民

Abies finrc. T$u.ga. Sieboldiiが地えると共陀 Pic伺 bicolorも目立つつく る。

Styrax ja.po削岨陀iJ・わって Styra.x Obassia の 宇中冷温要素があらわれ .Alnus 

japoni ca • Cycl吋alanopsi$院が消えて Fpgus japonica 左どがE量出ナる。とれら

。組成田変化枕第N化石帯虻比ベて再び'"平掠L.<左っそ ζ 止を意悼するも

申と解ぎれる@そ白気温院第 I化石帯とほぼ似た程度で今日工 η平宇涼 Lい

も白と考える。

V 地質 時代の 考察

有度山田地質田 貝化石陀もとづい τ土 (1)(2)(5)は段下位白根古屋車場を鶴川

地方自曾我層群巨財比L.，最下郁更新統とL. tと。寄 ら 疋久能山線層~ ， 草薙

泥屑を古谷 泥月間陀対比 Lている。古谷泥mは第五問氷期と考えられている(6)

0で， 草 締 泥 府も第 3間氷則のも り と Lてよかろう。とのよう陀間氷期とさ

(1)(3) 
れてい る D は温暖を指示する貝化石相 と海 漫湖を示す岩相変化をど陀も
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とづいている刑.今回の楠物化石歩み耳、と草探官官伊の由都陀か左旬吐..，きり

Lた寒冷期が仕吉 宮れていあ ので .C<D時期そ舟〈期とするか.あるい性問氷

期中心斑氷湖と考えるべきかという問題がでてくる。しかしとれは氷期とす

る Iりも麗氷期 1をたはそれ陀単ずる寒冷期と考えた方が良いよう K恩われる。

す念わち ，かり陀との寒冷;聞を氷期医あたる規模白ものとすれば当然顕著を

海水面目降下があったであろう。 Lかl- . 1草薙泥層だけで攻< .他白同時期

と思われる積成嶋中 K もこ りょ う左大量念 事件は現在白ととる認められ τい

ぜを，.0 合た.寒時化石帯が比較的薄いりで.寒冷期ではあってもそれほど大

量左海面低下をもたらすもりでは左かったと考えた方がよ"0つぎ陀それで
はど白l出氷期虻入れるべきかを催物化石也特徴から考察 Lてみ主う。

近古陸地方から東海地方へか吋て産する更新統植物化石白うち.最も多量陀

Lかも広汎虻わたって産するも 白白ーヨ陀 Fagus 出 yataeがあるが.とれは化

石として共存する植牧から判断すると Fagu$ cre.nataとはちがって祖帯南部ま

たは暖帯北部陀繁茂したもりら Lい。 I:.'D本邦から白絶減額{台湾北部山地

陀現生する}は東海地方では選奨半島白渥美勝群σ)平官土川流践白鷺白図様

燈白下部シルト届の)陀は{HJ'.するが.草薙泥届庄は全〈見m吉れ企い。化石

として Fagus Hayat師 匠伴って普通 K産する植物陀は Aιell fin田 .Cha圃 ecy-

pa'lS ptsιfe岡田針葉樹.Cyclobalanopsis 鴎 . 也lercus Jl 目 白叩.nu.属

"..'属"町11tar iα floribanda 在どがあげられるが.草薙泥層虻はこれらが

多く合金れるととから特陀 Fagus 晶.ya.taeが生曹l-''C <い工う念 .或いは堆積

L虻くいよう左環境では合かったと思える。したがってとの絶滞種を・欠くと

と位地質時代のちがい虻 Iって説明するととができる。す変わち.鈴木θ)陀

工っても指摘されている I う陀 Fagus Hayatae仕 PaliuruJ nip同 nicuJ ~て とも虻

更新世りある時期.多骨同氏の考えりょう陀第 2間氷期工り後虻性本邦工り

絶減しているム Lい白で.との積を産し安い草書草泥閣は産すぷ地図 Iりも一

段と新しい 8t.age 陀置かれて Lかるべ暑であろう。それゆえ草薙泥層的地質

時代は第 5間氷期 eプモ性それ以降のある温暖期と県冷期すあらわ Lていると

いえる。甑物化石だけからみると第 4氷納申の亜間未明と Lてい吋吸い開由

H余いが.他白地悼との対比平梅水面白変化 .逆虻たどった地史友ど肴 総合

すると本泥応白時代~第 5 間氷期と考えるが妥当と思われる。
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yl: フ ロ ラ の 特徴

開1物化石はほとんどが現生積で .l!!新続下部から中部陀か吋て各地で産出

する Fagus 品:yatae • Pal山，.， "，p戸nicU$ • S也.put1s ..b・f<'同 V"' Trapa fflsCTOp-
。da，Mj回 .yan.thes "品foliataはみられ念い.現生観白多くは針葉樹で草本類自
化石は少念い。 針葉樹陀は Lari:.:; 晶岬tJeri • Picea bi color • Abi.u fi.nna • Tsuga 

Sieboldi. iなど があって p，凹S 属はみられず .広葉樹は Fagus crenata 平

Steunrti.a 間同d.l片aで代表される温帯落葉樹が事〈 と垂 陀暖帯。常緑広葉

担障がとってかわ畠が 同一層準内で問者が共存するととは稀であ る。

中郡山岳白太平洋側白視帯北部を特徴づlするも四としてプナースズタ ケ群

向
集があるが Eれまで陀本泥層から Pseudosas$Q pUT pura.t CetlS Jl'産 L老い白

で .9>左く とも当時 プナ スズタケ群集があったという ととはできたい。

むしろ東北地方申モミ ーアズマネザサ群集K 近いかも知れ乏い。

暖帯林要素として特陀注目吉れる Dは Myri但 rubra と

在庫すると とである。

Cycl叫alanopsis 8' llJa 

bcd01) には珍らとれらは沖積世田いわゆるApha醐 nthe

L. <在いが，更新世から出たという報告は少企 〈

。司

.酉り宮市む上ケ原植物群

から産する ζ とが三木ら 陀工って報ぜられているだりであろう。

植物化石は内需棲白貝頬由化石を伴って産 Lたり ラ ミナ庇治って産する

りで流積陀よるととは明らかである。 何回附近距流積L.1之化石群はしばしば

τI"apa 民そり他白水生植柑宮古むが .本化右中 VCI:lみられ念い。 Eれも一つ

白特徴であるが .最も重要左特徴は次陀述ベる気候 D変化である。

骨化宿常田気候l<i併は下米吉期。気候変動由一端を示すものと考えられる。

す念わち.第五間氷期医入って気温が上昇L.. re 1 ic 値動を捗 L先安安今日

よ りもい〈ぷん諒 Lい気tliチ迎え，更 陀今 日x"も履か L、時期忙入" 、.も

在〈急激念寒貿陀 bそわれた。 とり氷期手恩わせる比較的短かい望事冷湿潤期

が過ぎると再び今日陀近い気温U亡をで復し .そ白後は逆陀ゆっく りと気混 D

低下陀も どっていった E とが推定さ れる。 しかし最後四気温む低下が そ白含

1次り氷期 VCつ念がるか .戒し、陪再び安温伯上昇があったか甘判ら念い。 と

むよう念気候変化は渥奏時代(乃向。気候変化ともか含 旬類似 Lてい る点は!I'

目される。
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w おわりに
茸諜泥層田植特化石から知ると と白できた気候変化仕第 5間赤目l全期陀わ

たるものでは念いが， p合くとも '!:<V一端をあらわ Lているも白と考えると

とができる。今後もと白 Iう在細かい気候変化D特色虻注目 Lていきたいと

思っている。

色々と御教示いただいた士隆 一 博士 ，化石 D同定をわずらわL-It三木茂博

士 K探甚在る謝意を表する。
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